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鮮やかな色彩と甘くて多汁で爽やかな香りを有するモモは、夏を代表する果物として消費者

に根強い人気がある。しかしながらモモの果実は、生育期における日照不足や降水量などによ

って品質が左右されやすく、天候不順年の果実は消費者の不評を買い価格低下の大きな一因と

なっている。また、モモの栽培は、剪定・摘蕾・受粉・摘果・袋かけ･防除など、管理に多く

の手間がかかることから、棚栽培など省力化への取り組みも盛んである。 

今回報告のユスラウメ台木を用いたモモ栽培についての研究は、こうしたモモ生産の現況改

善を企図して実施されたものである。 

モモのわい性台木を用いた試験については、1980年代～90年代にかけ、大学や公立の研究機

関においてニワウメやユスラウメを用いた試験が行われ、熟期促進や高糖度化などの成果を基

に県外の一部地域で産地化されたが、樹勢の衰弱・枯死等の問題により、ほとんど栽培が中断

されているのが実情である。一方、本県では10数年前からユスラウメ台を利用したモモの産地

作りが始まり、現在も25ha程度の園地が残っていが、樹勢の衰弱や枯死の問題などが未解決で

あることから、面積はやや減少傾向にある。 

本研究では、ユスラウメ台木に対するモモ品種の親和性についての研究や樹勢衰弱の回避技

術について検討した。本技術をより安定した技術として確立するためには、優良なユスラウメ

台木の繁殖技術の開発など、残されている課題はまだまだ多いが、今回の研究成果が産地にお

いて活用され、元気な産地作りに多少なりとも寄与できれば幸いである。 
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